
那須塩原クリーンセンター包括的管理運営に係る 

アドバイザリー等業務委託公募型プロポーザル概要 

 

１ 目的 

那須塩原市は、那須塩原クリーンセンターの平成 30 年度から令和４年度ま

での運営については、長期包括管理運営委託業務により、民間事業者に委託し

ている。 

那須塩原クリーンセンター包括的管理運営に係るアドバイザリー等業務委

託は、那須塩原クリーンセンターの令和５年度以降の効率的な運営・維持管理

事業を実施するための法制度等の整理、民間事業者の意向調査、経済的効果等

の検討を通じて、基幹的設備改良工事及び長期包括管理運営業務委託事業（以

下「次期事業」という。）に導入する事業方式を決定するための支援を行うと

ともに、決定した事業方式に基づいて実施する次期事業を実施する事業者の募

集、審査及び事業契約締結に必要な支援を行うことを目的とするものである。 

 

２ 業務委託の概要 

 ⑴ 業務名 

那須塩原クリーンセンター包括的管理運営に係るアドバイザリー等業務

委託 

⑵ 業務内容 

別紙「那須塩原クリーンセンター包括的管理運営に係るアドバイザリー等

業務委託仕様書」のとおり 

⑶ 委託契約金額の上限額 

  ３５，９９２，０００円（消費税等相当額含む。） 

⑷ 業務委託の履行期間 

  契約の日の翌日から令和５年３月２４日まで 

 

３ 選定方法 

【選定組織】  

  那須塩原クリーンセンター包括的管理運営に係るアドバイザリー等業務

委託公募型プロポーザル選定委員会により評価を行う。 

  ○委 員 市民生活部長、廃棄物対策課長、廃棄物対策課長補佐兼施設

係長、一般廃棄物対策係長 

   ○事務局 廃棄物対策課 

 

 



【審  査】 

 企画提案書及びヒアリングにより評価を行い、最も優れた企画提案を行

った提案者を委託候補者として選定する。 

 

 【評価項目】 

評価項目 評 価 基 準 配点 

企

画

提

案

書 

業務

実施

方針 

業務理解度 目的、条件、内容の理解度が十分か。 5 

実施方針 

業務実施手順に示す実施フロー及び工程計画が妥当か。多様な視点

から課題に対応し、実現化へ導いていくことが可能なものとなって

いるか。 

10 

実施体制 業務遂行の動員計画が適切な配置となっているか。 10 

企業

評価 
専門技術力 

同種又は類似業務の実績があるか。 

同種：焼却施設及びリサイクルセンターが併設された施設の包括的

管理運営に係るアドバイザリー業務委託の実績がある。 

類似：焼却施設又はリサイクルセンターの包括的管理運営に係るア

ドバイザリー業務委託の実績がある。 

20 

焼却施設の新設又は基幹改良工事に係るアドバイザリー業務委託の

実績がある。 
10 

予定

技術

者 

資格要件 

① 技術士（衛生工学部門：廃棄物・資源循環（旧 廃棄物管理）

又は総合技術監理部門：衛生工学 廃棄物・資源循環（旧 廃棄

物管理））の資格を有するものを配置しているか。 

② ①のとおり配置できない場合、RCCM（部門：廃棄物）を有する

ものを配置しているか。 

10 

専門技術力 

同種又は類似業務等の実績があるか。 

同種：焼却施設及びリサイクルセンターが併設された施設の包括的

管理運営に係るアドバイザリー業務委託の実績がある。 

類似：焼却施設又はリサイクルセンターの包括的管理運営に係るア

ドバイザリー業務委託の実績がある。 

20 

技術

提案 

長寿命化計

画策定 

・業務内容の理解度（施設保全計画、延命化計画の方針） 

・提案内容等の独自性、先進性、実現度（施設保全計画、延命化計

画の内容） 

25 

次期事業に

係る事業方

式検討業務 

・業務内容の理解度（各入札方式等の課題・委託方式の特徴・事例

等の整理など） 

・提案内容等の独自性、先進性、実現度（概略事業スキームの検討・

経済性検討など） 

25 



次期事業に

係る事業者

選定アドバ

イザリー業

務 

・業務内容の理解度（業務実施方針） 

・提案内容等の独自性、先進性、実現度（事業者募集書類作成支援、

事業者募集・評価・選定及び公表に関する支援、事業契約締結に

関する支援など） 

25 

参考見積り 
（１－見積金額÷委託契約金額の上限額）×配点×２ 

※計算の結果70点を超える場合は、70点とする。 
70 

小      計 230 

ヒ

ア

リ

ン

グ 

質疑応答 質問内容を的確に把握して、分かりやすく適切な回答がされているか。 20 

小      計 20 

合      計 250 

 

４ プロポーザルのスケジュール 

 

（１）公募開始（実施要領等の公表、配布開始） 令和３年 １月２７日（水） 

（２）参加申請書・質問書提出期限 令和３年 ２月１０日（水） 

（３）質問書の回答 令和３年 ２月１６日（火） 

（４）企画提案書の提出期限 令和３年 ３月 ３日（水） 

（５）参加取下書提出期限 令和３年 ３月 ３日（水） 

（６）ヒアリング実施 令和３年 ３月上旬～中旬 

（７）選定結果通知 令和３年 ３月２４日（水） 

※本スケジュールは予定であり、変更する場合があります。 

 変更する場合は、申請書に記載のメールアドレスに連絡いたします。 

ヒアリングは、新型コロナウイルス感染拡大予防の観点からメールにより実

施します。 


